
●町道宇内沼越線（丈助橋工区）

（県代行事業）

【事業概要】

・「町道 宇内沼越線」は、地域住民の生活に欠かせない重要な生活道路であり、また本路線の南

側を平行して通る「国道４９号」を補完する広域ネットワークの一部区間を担う路線です。

しかし、昭和４６年に供用した「丈助橋」は、幅員が狭小であるとともに老朽化が著しく進行し

ていることから、県が市町村代行事業として橋梁の架替工を実施し、安全で安心な道路交通確保を

図ります。

・事業着手 令和５年度

・計画内容 改良工 L=４２５maaW=５．５(７．５)m 内橋梁架替工Ｌ＝６６．１ｍ

【令和６年度の事業内容】

・道路改良工 L=２５６．８m   W=５．５(７．５)m

【事業の効果】

・橋梁幅員が広くなることに伴い、車両同士のすれ違いが容易となり、安全な車両交通の確保を図

れるとともに、国道４９号の代替路線としての活用が可能となります。

現在、道路がどこまで広がるか見えるよ。
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